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▶誕生日月の赤ちゃんの写
真を載せる癒やしのページ
「ふくたま」。他自治体の広報
担当からは「写真が集まらな
い」という声を耳にしますが、
福智はありがたいことに毎月
たくさんの応募をいただいて
います。私事ですが、１月か
ら産休に入らせていただきま
す。元気な赤ちゃんを産んで、
来年、１歳になった我が子の
写真を載せたいです。（伊森）
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　「第36回福智町ともしび短
歌大会」が 11月23日に金田
分館で開かれました。投稿さ
れた力作の中から、福智町長
賞に高橋成子さん、福智町
議会議長賞に田原麻子さん、
福智町教育委員会賞に白石
清和さん、福智町文化連盟
会長賞に永水明美さんの短
歌がそれぞれ選ばれました。

第 36回
福智町ともしび短歌大会

編集後記

中央公民館  ☎ 28-4100
（福智町赤池970番地3）

図書館・歴史資料館の開館準備に伴い、中央
公民館図書室は閉室しました。昨年７月まで
に借りた本の返却がお済みでない人は、中
央公民館１階事務室に返却をお願いします。

「図書館・歴史 資料館準備室」
からのお知 らせ No.15

ご利用ありがとうございました
中央公民館図書室は閉室しました
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▶国鉄型気動車キハ2004の
車内は木貼りの床。通常の
車両とは足音も違い、見た目
にも温かみがあります。撮影
のため、停車中に一人で乗
車したこともあり、しばらくノス
タルジックな気分に浸ってし
まいました。無限の可能性を
秘めた貴重な車両を金田駅
にお迎えできたことは大変喜
ばしく、今後の展開にワクワ
クしているところです。（日吉）現在、「ふくちのち」では様々な分野の講師をお招きし、

福智町にできる図書館・歴史資料館について町民の皆さ
んとスタッフが一緒に考える勉強会を開催しています。
12月16日には兵庫県伊丹市の図書館「ことば蔵」で住
民主導型のイベントを展開している村上有紀子氏をお招
きし、「自分たちで考え実践する交流拠点づくり」をテー
マに勉強会を開催しました。専業主婦だった村上氏が図
書館という場で、「どんな気持ちで活動を始めたのか？」
「やりたいことって何なのか？」など、時にはユーモアを
まじえて経験談を熱く語って下さいました。次回の勉強
会は１月28日10時から東京学芸大学付属小金井小の
司書中山美由紀先生を講師にお迎えし、「授業に役立つ
学校図書館活用データベースを知ろう！」というテーマ
で学校図書館の使い方についてお話しいただきます。

昨年の１２月から、図書館での本の貸出や予約など
で必要な「図書カード」の予約を受け付けています。
あなたも図書カードをつくりませんか。

▶期限　1月31日火 まで
▶時間　９時～17時（※土・日・祝を除く）
▶場所　中央公民館・金田分館・方城分館の
　　　　いずれかの窓口に申込書を提出
　　　　　（申込用紙は受付窓口に準備しています）

※免許証・健康保健証・学生証など公的機関が発行して
　いるもので、名前と現住所が確認できるものを持参して
　ください（診察券やポイントカードなどはご遠慮ください）。
※開館後もカードの作成はできます。

問生涯学習課 「ふくちのち」担当係 ☎ 28-4100

３月に開館する図書館・歴史資料館「ふくちのち」
図書カードの予約申込受付中

福智町の郷土資料として、旧町
（赤池・金田・方城）の町史を収
集しています。その中でも方城
町史の数が少なく困っています。
ご自宅に眠っている方城町史が
ありましたら、ぜひご寄贈ください。

町史を探しています

新スタッフの紹介（第２弾）
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「する」を考える勉強会を開催中

開館時によりよい状態で手に取っていただけるよ
う、図書館チームは、旧図書室にあった約２万８千
冊の本の修理や補強、ラベルの貼り替えなどを行っ
ています。歴史資料館チームは、古文書や土器、
民俗資料などの整理・修復作業を行っています。

小
三

香月 小百合

葛西 沙織

故郷に図書館ができること、 更
にそこで夢だった図書司書として
働ける喜びでいっぱいです。 皆
さまに「おはよう」や「ただいま」
と声をかけていただけるような、
身近なスタッフになりたいと思い
ます。よろしくお願い致します。

はじめまして。 「ふくちのち」で
は主に映画会の運営や中高生
向けの文庫の選書などを担当
する予定です。 経験ある先輩
がたと共に、 「ふくちのち」に貢
献できるよう頑張ります。 よろ
しくお願い致します。


